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●第17期いわき市農業委員会
　視察研修報告

●8月から11月は「農地パト
　ロール強化月間」です！

●地域計画の策定を進めて
　います

《中部地
区》

　〔平・
内郷・好

間地区〕

主な記事のご紹介
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　いわき市には７つの土地改良区があります。

今回は、四倉にある農業用溜池を管理する、

千軒平溜池土地改良区を紹介いたします。当

地域の耕地約570haは、昭和初期頃から年々

水不足を訴え、常習的な干ばつに悩んでおりま

した。

　この憂いを解消すべく昭和12年頃から組織を

立上げ本事業を推進する運びとなり、同23年に

溜池工事の起工式を挙行し、10年余の歳月を持

て同34年10月に完成し現在に至っております。  

　昨今、異常気象が目立つ中、令和元年台風

では、一部の地域では田が水没する被害が発

生。これをきっかけに、台風時期には貯水量を

40％以下で管理する取組みを実施しました。そ

の結果、昨年発生した台風13号では、当地区

では大きな被害は発生しませんでした。地域

住民の安心安全を守りながら、当地区の農業

を守り続けて行きたいと思います。

トピックストピックス

　仁
井
田
川
水
系
河
川
改
良
促
進
期
成

同
盟
会
が
設
立
さ
れ
５０
周
年
を
超
え
、

夏
井
川
水
系
期
成
同
盟
会
と
一
緒
に
長

年
の
努
力
が
実
り
横
川
に
水
門
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　平
成
１８
年
頃
か
ら
夏
井
川

の
河
口
閉
塞
が
顕
著
に
な
り
、
夏
井
川
の
流
水
が

仁
井
田
川
（
横
川
）
に
流
れ
仁
井
田
川
河
口
か
ら

海
に
流
れ
る
よ
う
に
な
り
し
た
。
平
成
２３
年
の
東

日
本
大
震
災
以
降
は
、
地
盤
変
動
の
影
響
が
顕
著

で
全
量
が
逆
流
し
排
水
機
場
が
毎
日
運
転
す
る
な

ど
状
況
が
悪
化
し
、
更
に
平
成
２８
年
の
台
風
で
は

仁
井
田
川
（
横
川
）
の
逆
流
と
増
水
に
よ
り
避
難

勧
告
も
発
生
し
ま
し
た
。
本
水
系
の
中
で
横
川
本

流
築
堤
工
事
や
、
仁
井
田
川
及
び
夏
井
川
に
接
続

す
る
三
夜
川
、
赤
沼
川
、
及
び
原
高
野
川
な
ど
に

未
改
修
箇
所
が
あ
り
、
大
雨
時
に
夏
井
川
及
び
仁

井
田
川
両
河
口
の
堆
砂
に
よ
る
閉
塞
と
相
ま
っ
て
、
河
川
の

氾
濫
が
発
生
す
る
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
完
成
す
れ
ば
一
安

心
で
す
。

地
区
住
民
の
悲
願

　横
川
水
門
完
成
間
近

地
区
住
民
の
悲
願

　横
川
水
門
完
成
間
近

（撮影・執筆　岡村泰典）

蛭
田

　元
起

　編
集
委
員
長

　今
号
は
、
17
期
の
編
集
委

員
会
で
作
っ
た
最
後
の
「
だ

よ
り
」
で
す
。
編
集
委
員
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
生
田
目

　祥
明

　副
委
員
長 

　記
事
の
取
材
で
色
々
な
場

所
へ
伺
わ
せ
て
頂
き
、
新
た

な
出
会
い
や
発
見
が
あ
り
ま

し
た
。
貴
重
な
体
験
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

志
賀

　幸

　編
集
委
員

　

　編
集
員
と
し
て
の
３
年
間
、

多
く
の
生
産
者
を
訪
れ
、
直

接
出
会
う
こ
と
で
食
の
大
切

さ
や
喜
び
を
肌
で
感
じ
予
想

以
上
の
学
び
が
で
き
ま
し
た
。

　感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

田
子

　耕
一

　編
集
委
員 

　編
集
委
員
と
し
て
お
伝
え

す
べ
き
事
の
何
分
の
一
も
お

伝
え
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　お
詫
び
と
共
に
、
残
し
た

思
い
を
次
期
編
集
委
員
に
託

し
ま
す
。

岡
村

　泰
典

　編
集
委
員

　

　取
材
を
重
ね
る
事
で
、
多

く
の
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、

充
実
し
た
３
年
間
を
過
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力

し
て
頂
い
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す

菅
野

　綾

　編
集
委
員 

　取
材
を
と
お
し
て
新
た
な

知
識
を
得
た
り
、
農
業
の
魅

力
を
自
分
の
言
葉
で
発
信
で

き
た
３
年
間
。
と
て
も
貴
重

な
経
験
で
し
た
。

新
妻

　信
夫

　編
集
委
員 

　取
材
で
多
く
の
人
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
新
た
な
発
見

も
あ
り
ま
し
た
。
３
年
間
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編

集

後

記

編

集

後

記

（
撮
影
・
執
筆

　新
妻
信
夫
）

農業委員会ホームページ いわき市HP（https://www.c ity . iwaki . lg . jp）内のキーワード　　　　　　　　　でご覧いただけます農業委員会 検索
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農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報
Vol.60　農業委員会では、耕作を目的とする

農地情報の収集・提供を行っています。
売買・貸借等の意向がある方は、是非ご相談下さい。
掲載している農地のお問い合わせは、7月1日（月）
午前8時30分から受付開始します。

◆貸したい

農地調査係お問合わせ

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.
1

2

3

4

5

畑

畑

田

田

田

8.07

82.33

10.20

2.93

12.50

平下大越字中ノ町　　（1筆）

平上平窪字原田　　　（5筆）

平南白土字八ツ坂　　（1筆）

常磐白鳥町八合　　　（1筆）

常磐白鳥町八合　　　（2筆）☎（22）7574
《
農
業
者
年
金
の
特
徴
》

◎
農
業
者
だ
け
が
加
入

　で
き
る
国
民
年
金
の

　上
乗
せ
の
公
的
年
金

　で
す
。

◎
少
子
高
齢
時
代
に
強

　い
積
立
方
式
・
確
定

　拠
出
型
で
す
。

◎
月
額
保
険
料
を
自
分

　で
決
め
ら
れ
ま
す

　
　

（
２
万
円
か
ら
６
万
７

　千
円
の
範
囲
内
の
千

　円
単
位
）。

◎
終
身
年
金
で
す
。
80

　歳
前
に
な
く
な
っ
た

　場
合
に
は
死
亡
一
時

　金
が
あ
り
ま
す
。

◎
任
意
脱
退
が
可
能
で

　す
。
脱
退
一
時
金
は

　あ
り
ま
せ
ん
。

◎
保
険
料
は
全
額
社
会

　保
険
料
控
除
の
対
象
、

　年
金
資
産
の
運
用
益

　も
非
課
税
で
す
。

◎
支
払
っ
た
保
険
料
は
、

　加
入
期
間
に
応
じ
、

　任
意
脱
退
し
て
も
将

　来
受
給
で
き
る
年
金

　額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

◎
加
入
後
は
、
国
民
年

　金
の
付
加
年
金
（
月

　額
４
０
０
円
）
に
加

　入
し
て
い
た
だ
く
必

　要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？農業者年金に加入できません

農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
！

あ
な
た
は
20
歳

以
上
で
60
歳
未

満
で
す
か
？

国
民
年
金
の
第

1
号
被
保
険
者

で
す
か
？

国
民
年
金
の
保

険
料
を
免
除
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
か
？

は　い いいえいいえいいえ

い
い
え

は

　い

は

　い

は

　い

農
政
振
興
係

お
問
い
合
わ
せ
先

☎
（
2
2
）7
5
3
4

○農業者年金基金のホームページで、あなたの農業者年金額のシミュレーションができます。
○加入しているかどうかを問わず、制度や手続きについて、専門相談員に
　質問や相談ができます。
　専門相談員　03-3502-3199　　※平日午前９時から午後５時まで
　詳しくは、農業者年金基金 　検索　https://www.nounen.go.jp　

メ
リ
ッ
ト
が
多
い
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

平片寄での協議の場

中三坂での協議の場

沼部町での説明会

　話し合いを進めるためには、地域農業の将来
像を明確に図案化した地図が必要になります。
そのため、目標地図の素案を農業委員会が作
成します。
　目標地図の素案を作成するため、今後の農
業経営意向に関するアンケート調査を実施し
ています。
　話し合いが進んでいる地区から順次アン
ケート調査を行っていますので、ご協力をお
願いします。
　なお、アンケート調査は、農業経営をお願い
するものではありません。現在の状況を把握
するため、率直なご意見をお寄せください。

目標地図の素案の作成目標地図の素案の作成目標地図の素案の作成

協 議 の 場協 議 の 場協 議 の 場

　農業経営基盤強化促進法の改正により、農業の将来の在り方、農業上の利用が行われる農用地
等の効率的かつ総合的な利用を図るため、地域計画の策定を進めています。
　地域計画では、「地域農業の将来の在り方」、「地域農業の将来を示した目標地図」を、地域
の協議の場において作成し、公表すること
になります。
　令和5年度は、市内約85地域で説明会を
行い、13地域で地域計画が策定されまし
た。
　今後も、順次、地域計画の策定を進めま
す。
　地域計画の策定の期限は、令和7年3月末
までとなっていることから、地域の皆様へ
の農業経営意向に関するアンケート調査
や、地域計画を策定するための協議の場へ
の協力をお願いします。

　これからの地域農業をどうしていくかを話し
合う協議の場を、市農業政策課が実施します。
　協議の場において、地域農業の実態を確認
し、将来について一緒に考えていきましょう。
　協議の場には、市農業政策課の他、県や農
業委員会、農地中間管理機構、ＪＡなど関係
機関が参加し、協力して地域計画を策定しま
す。

いわき市農業政策課 ☎（22）7470
地域計画・協議の場に関するお問い合わせ

☎（22）7574
目標地図の素案・農業経営意向のアンケート調査に
関するお問い合わせ

地域計画の策定を進めています地域計画の策定を進めています地域計画の策定を進めています

いわき市農業委員会

農作業労働賃金
標準額について
アンケート

　農業委員会では、農作業受委託において、委託者及び受託者間で適正な労働賃金を設定できるよう、
その目安となる農作業労働賃金標準額を毎年定めております。
　この度、令和７年農作業労働賃金標準額の策定に向けて、農作業労働賃金
標準額を利活用されている皆様のご意見を伺うため、アンケート調査を実施
しますのでご協力お願いします。

期　間　令和６年７月１日から７月31日まで
方　法　アンケート調査用投稿フォームから回答をお願いします。
　　　　☞　スマートフォンからは、下記のＱＲコードから回答してください。

　　　　☞　いわき市農業委員会ホームページからも回答いただけます。
　　　　　 （URL）https://www.city.iwaki. lg.jp/www/contents/1683763406720/index.html

　　　　　　（市ホームページから、農作業労働賃金標準額 で検索）

農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！

アンケート調査用投稿フォームＱＲコード

お問い合わせ先　農業委員会事務局 農政振興係　☎（22）7534



今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

実施スケジュール
8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 ・・・・ 概ね6か月後

　同パトロールのため、農業委員や農地利用最

適化推進委員が農地に立ち入ることがあります

ので、ご協力をお願いします。

　所有者の意向を踏まえ、農地を効率的に利用

できるよう、農地中間管理機構への貸し出し

や、本紙面「農地流動化情報」への掲載などの

支援を行います。

　遊休農地や遊休化のおそれのある農地に関し
ては、所有者・借受人に今後の利用方法の意向
を確認するための書類を郵送しますので、必ず
返信してください。

農地パトロールへのご協力を

調査後はどうなるのか

利用意向調査は必ず返信を農地パトロールへのご協力を

調査後はどうなるのか

利用意向調査は必ず返信を

農地パトロール
（農業委員・推進委員による

利用状況調査）

利用意向調査
（所有者等へ調査票を送付
→意向を記入し返信）

意向に沿った支援など
（農地中間管理機構への

貸し出し支援等）

現地確認など
（自ら耕作・貸し出し
を行う意向の農地）

　毎年８月から11月を農地パトロール強化月間として、農業委員と農地利用最適化推進委員、事
務局職員が、①地域の農地利用の確認、②遊休農地の実態把握と発生防止・解消、③違反転用の発
生防止・早期発見－を目的に現地調査を実施するものです。また、広報車や市ホームページ等の広報
活動を通じて、市民の皆様へ制度の普及啓発を図ります。

農地調査係 ☎（22）7574
ご不明な点はお問い合わせください

8月から11月は「農地パトロール強化月間」です！8月から11月は「農地パトロール強化月間」です！
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　夏
本
番
を
控
え
、
市
内
各
所
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園

で
は
、
緑
色
の
粒
が
紫
色
に
変
わ
る
準
備
を
始
め
て
い

ま
す
。
表
紙
は
小
川
町
に
あ
る
「
チ
ャ
コ
ち
ゃ
ん
農
園
」

で
の
ひ
と
コ
マ
。
昨
年
夏
の
あ
る
日
、
い
わ
き
お
か
あ

ち
ゃ
ん
の
会
が
主
催
す
る
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
農
園
は
20
組
を
超
え
る
親
子
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
農
園
を
管
理
す
る
辰
野
扶
美
子
さ
ん
と
渡
辺
恭
佑

さ
ん
は
、
手
順
よ
く
作
業
を
説
明
し
な
が
ら
も
、
栽
培

に
あ
た
っ
て
の
想
い
を
、
直
接
参
加
者
の
皆
さ
ん
へ
伝

え
て
い
ま
し
た
。

　現
在
は
福
島
県
の
小
学
校
教
諭
で
も
あ
る
辰
野
さ
ん
。

過
去
に
は
カ
ナ
ダ
や
大
阪
で
も
教
員
を
し
た
り
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
農
業
に
も
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
行
動
力
の
源
に
は
、
大
学
生
の
頃
に
訪
れ
た
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
。
ご
み
山
で

生
活
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が

ら
将
来
の
夢
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、
こ
ん

な
に
恵
ま
れ
た
日
本
で
行
動
し
な
い
理
由
は
な
い
と
思

わ
せ
て
く
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　一
方
渡
辺
さ
ん
は
「
K
y
o
k
k
e 

C
o
f
f
e
e
」
の

屋
号
で
バ
リ
ス
タ
活
動
を
し
て
お
り
、
市
内
イ
ベ
ン
ト

等
で
は
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
な
く
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ

た
飲
み
物
を
提
供
し
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
魅
力
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
２
人
が
今
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
の
は
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
無
農
薬
栽
培
。
除
草
剤
を
使
わ
な
い
た

め
、
炎
天
下
で
の
草
刈
り
が
何
よ
り
も
重
労
働
で
す
が
、

採
れ
た
て
の
新
鮮
な
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
そ
の
場
で
す
ぐ

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
想
い
で

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
美
味

し
い
い
わ
き
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
味

わ
え
る
日
が
楽
し
み
で
す
。

　い
わ
き
市
平
下
高
久
に
あ
る
「
浜
の
野
菜
株

式
会
社
」
で
は
、
全
部
で
12
棟
も
並
ぶ
ハ
ウ
ス

で
小
松
菜
と
ほ
う
れ
ん
草
を
中
心
に
、
水
菜
や

春
菊
な
ど
多
種
類
の
葉
物
野
菜
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　代
表
の
根
本
和
彦
さ
ん
は
、
東
京
で
I
T
関

係
の
会
社
を
経
営
し
な
が
ら
、
震
災
後
「
故
郷

の
い
わ
き
に
貢
献
し
た
い
」
と
の
思
い
で
２
０

１
７
年
か
ら
農
業
を
始
め
、
浜
の
野
菜
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
現
在
は
代
表
の
姉
の
中
村
彰

子
さ
ん
（
写
真
中
央
）が
ス
タ
ッ
フ
の
方
と

力
を
合
わ
せ
て
、
栄
養
価
が
高
く
、
お

い
し
く
て
品
質
の
良
い
野
菜
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　栽
培
方
法
は
、
地
温
制
御
と
I
C
T

を
使
用
し
た
野
菜
の
生
産
で
す
。
土
を

温
め
る
パ
イ
プ
を
地
面
に
埋
め
込
み
、
地

温
を
管
理
。
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
、
湿
度
、
二

酸
化
炭
素
ま
で
詳
細
な
デ
ー
タ
を
管
理

す
る
こ
と
で
１
ヶ
月
先
の
収
穫
時
期
を

予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　有
機
肥
料
を
使
っ
た
土
作
り
や
収
穫

後
の
畑
の
手
入
れ
、
定
植
作
業
な
ど
、

管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
補
え
な
い
部
分
で

は
、
中
村
さ
ん
を
中
心
に
ス
タ
ッ
フ
の

一
人
ひ
と
り
が
丁
寧
に
作
業
し
て
い
ま

す
。　浜

の
野
菜
の
小
松
菜
は
J
G
A
P
認

証
を
取
得
し
て
お
り
、
独
特
の
え
ぐ
み

が
な
く
、
生
で
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ

る
の
が
特
徴
で
す
。

　現
在
は
発
酵
肥
料
を
研
究
中
と
い
う

中
村
さ
ん
。
「
お
い
し
く
て
健
康
に
よ

い
野
菜
を
、
1
年
を
通
し
て
食
卓
に
届
け
た

い
」
と
い
う
想
い
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　浜
の
野
菜
株
式
会
社
の
野
菜
の
目
印
は
「
浜

の
野
菜
」
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
書
い
て
あ
り
、
市

内
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
手
に
と
っ
て
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

中村　彰子さん（62歳）　平下高久

（
撮
影
・
執
筆

　志
賀
幸
）

なか むら　 　しょう こ

（
撮
影
・
執
筆

　菅
野
綾
）

　令
和
６
年
２
月
28
日
（
水
）
か
ら
３
月
１
日
（
金
）
の
２
泊

３
日
の
行
程
で
、
11
名
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
、
香
川
県
で
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　香
川
県
は
、
う
ど
ん
県
と
言
わ
れ
、
讃
岐
う
ど
ん
の
本
場
で

す
が
、
降
雨
が
少
な
く
水
稲
栽
培
に
適
さ
な
い
土
地
で
、
麦
と

塩
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
弘
法
大
師
（
空
海
）
が

う
ど
ん
の
製
法
を
伝
え
た
と
さ
れ
、
現
在
は
、
う
ど
ん
の
消
費

量
が
日
本
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
視
察
研
修
で
は
、
高
松
港
か
ら
小
豆
島
に
渡
り
、
株

式
会
社
小
豆
島
岬
工
房
を
訪
ね
、
土
居
秀
浩
社
長
か
ら
オ
リ
ー

ブ
栽
培
の
歴
史
や
技
術
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

　小
豆
島
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
の
試
験
栽
培
か
ら
1
0
0
年
の
歴
史

が
あ
り
、
病
気
や
気
候
変
動
で
一
度
は
衰
退
し
た
も
の
の
、
い
ち

早
く
法
人
化
を
行
い
、
先
人
た
ち
の
努
力
と
情
熱
で
復
活
し
た

こ
と
や
、
町
全
体
に
オ
リ
ー
ブ
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
観
光
と

農
業
が
一
体
と
な
っ
た
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　特
に
、
土
居
社
長
か
ら
は
、
「
栽
培
技
術
を
学
び
、
研
究

し
、
育
て
て
い
け
ば
良
い
オ
リ
ー
ブ
が
取
れ
る
。
そ
の
土
地
に

あ
っ
た
栽
培
方
法
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
一
緒
に
オ
リ
ー
ブ
を

盛
り
上
げ
た
い
」
と
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　参
加
し
た
委
員
に
も
、
同

じ
樹
木
で
あ
る
梨
栽
培
の
農

家
も
お
り
、
栽
培
技
術
に
つ

い
て
専
門
的
な
意
見
交
換
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　小
豆
島
は
、
オ
リ
ー
ブ
の

他
に
、
し
ょ
う
ゆ
と
ご
ま
油

の
生
産
も
盛
ん
で
、
オ
リ
ー

ブ
と
合
わ
せ
て
地
場
の
強
い

農
産
物
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　オ
リ
ー
ブ
栽
培
は
、
最
近

い
わ
き
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
お
り
、
研
修
内
容
を
活
か

せ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　同パトロールのため、農業委員や農地利用最

適化推進委員が農地に立ち入ることがあります

ので、ご協力をお願いします。

　所有者の意向を踏まえ、農地を効率的に利用

できるよう、農地中間管理機構への貸し出し

や、本紙面「農地流動化情報」への掲載などの

支援を行います。

　遊休農地や遊休化のおそれのある農地に関し
ては、所有者・借受人に今後の利用方法の意向
を確認するための書類を郵送しますので、必ず
返信してください。

農地パトロールへのご協力を

調査後はどうなるのか

利用意向調査は必ず返信を農地パトロールへのご協力を

調査後はどうなるのか

利用意向調査は必ず返信を

農地パトロール
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利用状況調査）
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（所有者等へ調査票を送付
→意向を記入し返信）

意向に沿った支援など
（農地中間管理機構への

貸し出し支援等）

現地確認など
（自ら耕作・貸し出し
を行う意向の農地）

　毎年８月から11月を農地パトロール強化月間として、農業委員と農地利用最適化推進委員、事
務局職員が、①地域の農地利用の確認、②遊休農地の実態把握と発生防止・解消、③違反転用の発
生防止・早期発見－を目的に現地調査を実施するものです。また、広報車や市ホームページ等の広報
活動を通じて、市民の皆様へ制度の普及啓発を図ります。

農地調査係 ☎（22）7574
ご不明な点はお問い合わせください

8月から11月は「農地パトロール強化月間」です！8月から11月は「農地パトロール強化月間」です！
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を
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。
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菜
を
、
1
年
を
通
し
て
食
卓
に
届
け
た

い
」
と
い
う
想
い
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　浜
の
野
菜
株
式
会
社
の
野
菜
の
目
印
は
「
浜

の
野
菜
」
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
書
い
て
あ
り
、
市

内
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
手
に
と
っ
て
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

中村　彰子さん（62歳）　平下高久

（
撮
影
・
執
筆

　志
賀
幸
）

なか むら　 　しょう こ

（
撮
影
・
執
筆

　菅
野
綾
）

　令
和
６
年
２
月
28
日
（
水
）
か
ら
３
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が
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で
の
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ま
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と
言
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れ
、
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ん
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場
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が
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に
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さ
な
い
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で
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と
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の
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で
あ
り
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を
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た
と
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れ
、
現
在
は
、
う
ど
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の
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。
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で
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、
株

式
会
社
小
豆
島
岬
工
房
を
訪
ね
、
土
居
秀
浩
社
長
か
ら
オ
リ
ー

ブ
栽
培
の
歴
史
や
技
術
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

　小
豆
島
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
の
試
験
栽
培
か
ら
1
0
0
年
の
歴
史

が
あ
り
、
病
気
や
気
候
変
動
で
一
度
は
衰
退
し
た
も
の
の
、
い
ち

早
く
法
人
化
を
行
い
、
先
人
た
ち
の
努
力
と
情
熱
で
復
活
し
た

こ
と
や
、
町
全
体
に
オ
リ
ー
ブ
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
観
光
と

農
業
が
一
体
と
な
っ
た
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　特
に
、
土
居
社
長
か
ら
は
、
「
栽
培
技
術
を
学
び
、
研
究

し
、
育
て
て
い
け
ば
良
い
オ
リ
ー
ブ
が
取
れ
る
。
そ
の
土
地
に

あ
っ
た
栽
培
方
法
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
一
緒
に
オ
リ
ー
ブ
を

盛
り
上
げ
た
い
」
と
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　参
加
し
た
委
員
に
も
、
同

じ
樹
木
で
あ
る
梨
栽
培
の
農

家
も
お
り
、
栽
培
技
術
に
つ

い
て
専
門
的
な
意
見
交
換
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　小
豆
島
は
、
オ
リ
ー
ブ
の

他
に
、
し
ょ
う
ゆ
と
ご
ま
油

の
生
産
も
盛
ん
で
、
オ
リ
ー

ブ
と
合
わ
せ
て
地
場
の
強
い

農
産
物
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　オ
リ
ー
ブ
栽
培
は
、
最
近

い
わ
き
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
お
り
、
研
修
内
容
を
活
か

せ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第17期いわき市農業委員会視察研修報告第17期いわき市農業委員会視察研修報告

（
撮
影
・
執
筆

　蛭
田
元
起
）
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農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報
Vol.60　農業委員会では、耕作を目的とする

農地情報の収集・提供を行っています。
売買・貸借等の意向がある方は、是非ご相談下さい。
掲載している農地のお問い合わせは、7月1日（月）
午前8時30分から受付開始します。

◆貸したい

農地調査係お問合わせ

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.
1

2

3

4

5

畑

畑

田

田

田

8.07

82.33

10.20

2.93

12.50

平下大越字中ノ町　　（1筆）

平上平窪字原田　　　（5筆）

平南白土字八ツ坂　　（1筆）

常磐白鳥町八合　　　（1筆）

常磐白鳥町八合　　　（2筆）☎（22）7574
《
農
業
者
年
金
の
特
徴
》

◎
農
業
者
だ
け
が
加
入

　で
き
る
国
民
年
金
の

　上
乗
せ
の
公
的
年
金

　で
す
。

◎
少
子
高
齢
時
代
に
強

　い
積
立
方
式
・
確
定

　拠
出
型
で
す
。

◎
月
額
保
険
料
を
自
分

　で
決
め
ら
れ
ま
す

　
　

（
２
万
円
か
ら
６
万
７

　千
円
の
範
囲
内
の
千

　円
単
位
）。

◎
終
身
年
金
で
す
。
80

　歳
前
に
な
く
な
っ
た

　場
合
に
は
死
亡
一
時

　金
が
あ
り
ま
す
。

◎
任
意
脱
退
が
可
能
で

　す
。
脱
退
一
時
金
は

　あ
り
ま
せ
ん
。

◎
保
険
料
は
全
額
社
会

　保
険
料
控
除
の
対
象
、

　年
金
資
産
の
運
用
益

　も
非
課
税
で
す
。

◎
支
払
っ
た
保
険
料
は
、

　加
入
期
間
に
応
じ
、

　任
意
脱
退
し
て
も
将

　来
受
給
で
き
る
年
金

　額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

◎
加
入
後
は
、
国
民
年

　金
の
付
加
年
金
（
月

　額
４
０
０
円
）
に
加

　入
し
て
い
た
だ
く
必

　要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？農業者年金に加入できません

農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
！

あ
な
た
は
20
歳

以
上
で
60
歳
未

満
で
す
か
？

国
民
年
金
の
第

1
号
被
保
険
者

で
す
か
？

国
民
年
金
の
保

険
料
を
免
除
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
か
？

は　い いいえいいえいいえ

い
い
え

は

　い

は

　い

は

　い

農
政
振
興
係

お
問
い
合
わ
せ
先

☎
（
2
2
）7
5
3
4

○農業者年金基金のホームページで、あなたの農業者年金額のシミュレーションができます。
○加入しているかどうかを問わず、制度や手続きについて、専門相談員に
　質問や相談ができます。
　専門相談員　03-3502-3199　　※平日午前９時から午後５時まで
　詳しくは、農業者年金基金 　検索　https://www.nounen.go.jp　

メ
リ
ッ
ト
が
多
い
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

平片寄での協議の場

中三坂での協議の場

沼部町での説明会

　話し合いを進めるためには、地域農業の将来
像を明確に図案化した地図が必要になります。
そのため、目標地図の素案を農業委員会が作
成します。
　目標地図の素案を作成するため、今後の農
業経営意向に関するアンケート調査を実施し
ています。
　話し合いが進んでいる地区から順次アン
ケート調査を行っていますので、ご協力をお
願いします。
　なお、アンケート調査は、農業経営をお願い
するものではありません。現在の状況を把握
するため、率直なご意見をお寄せください。

目標地図の素案の作成目標地図の素案の作成目標地図の素案の作成

協 議 の 場協 議 の 場協 議 の 場

　農業経営基盤強化促進法の改正により、農業の将来の在り方、農業上の利用が行われる農用地
等の効率的かつ総合的な利用を図るため、地域計画の策定を進めています。
　地域計画では、「地域農業の将来の在り方」、「地域農業の将来を示した目標地図」を、地域
の協議の場において作成し、公表すること
になります。
　令和5年度は、市内約85地域で説明会を
行い、13地域で地域計画が策定されまし
た。
　今後も、順次、地域計画の策定を進めま
す。
　地域計画の策定の期限は、令和7年3月末
までとなっていることから、地域の皆様へ
の農業経営意向に関するアンケート調査
や、地域計画を策定するための協議の場へ
の協力をお願いします。

　これからの地域農業をどうしていくかを話し
合う協議の場を、市農業政策課が実施します。
　協議の場において、地域農業の実態を確認
し、将来について一緒に考えていきましょう。
　協議の場には、市農業政策課の他、県や農
業委員会、農地中間管理機構、ＪＡなど関係
機関が参加し、協力して地域計画を策定しま
す。

いわき市農業政策課 ☎（22）7470
地域計画・協議の場に関するお問い合わせ

☎（22）7574
目標地図の素案・農業経営意向のアンケート調査に
関するお問い合わせ

地域計画の策定を進めています地域計画の策定を進めています地域計画の策定を進めています

いわき市農業委員会

農作業労働賃金
標準額について
アンケート

　農業委員会では、農作業受委託において、委託者及び受託者間で適正な労働賃金を設定できるよう、
その目安となる農作業労働賃金標準額を毎年定めております。
　この度、令和７年農作業労働賃金標準額の策定に向けて、農作業労働賃金
標準額を利活用されている皆様のご意見を伺うため、アンケート調査を実施
しますのでご協力お願いします。

期　間　令和６年７月１日から７月31日まで
方　法　アンケート調査用投稿フォームから回答をお願いします。
　　　　☞　スマートフォンからは、下記のＱＲコードから回答してください。

　　　　☞　いわき市農業委員会ホームページからも回答いただけます。
　　　　　 （URL）https://www.city.iwaki. lg.jp/www/contents/1683763406720/index.html

　　　　　　（市ホームページから、農作業労働賃金標準額 で検索）

農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！農作業労働賃金標準額のアンケート調査にご協力を！

アンケート調査用投稿フォームＱＲコード

お問い合わせ先　農業委員会事務局 農政振興係　☎（22）7534
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　いわき市には７つの土地改良区があります。

今回は、四倉にある農業用溜池を管理する、

千軒平溜池土地改良区を紹介いたします。当

地域の耕地約570haは、昭和初期頃から年々

水不足を訴え、常習的な干ばつに悩んでおりま

した。

　この憂いを解消すべく昭和12年頃から組織を

立上げ本事業を推進する運びとなり、同23年に

溜池工事の起工式を挙行し、10年余の歳月を持

て同34年10月に完成し現在に至っております。  

　昨今、異常気象が目立つ中、令和元年台風

では、一部の地域では田が水没する被害が発

生。これをきっかけに、台風時期には貯水量を

40％以下で管理する取組みを実施しました。そ

の結果、昨年発生した台風13号では、当地区

では大きな被害は発生しませんでした。地域

住民の安心安全を守りながら、当地区の農業

を守り続けて行きたいと思います。

トピックストピックス

　仁
井
田
川
水
系
河
川
改
良
促
進
期
成

同
盟
会
が
設
立
さ
れ
５０
周
年
を
超
え
、

夏
井
川
水
系
期
成
同
盟
会
と
一
緒
に
長

年
の
努
力
が
実
り
横
川
に
水
門
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　平
成
１８
年
頃
か
ら
夏
井
川

の
河
口
閉
塞
が
顕
著
に
な
り
、
夏
井
川
の
流
水
が

仁
井
田
川
（
横
川
）
に
流
れ
仁
井
田
川
河
口
か
ら

海
に
流
れ
る
よ
う
に
な
り
し
た
。
平
成
２３
年
の
東

日
本
大
震
災
以
降
は
、
地
盤
変
動
の
影
響
が
顕
著

で
全
量
が
逆
流
し
排
水
機
場
が
毎
日
運
転
す
る
な

ど
状
況
が
悪
化
し
、
更
に
平
成
２８
年
の
台
風
で
は

仁
井
田
川
（
横
川
）
の
逆
流
と
増
水
に
よ
り
避
難

勧
告
も
発
生
し
ま
し
た
。
本
水
系
の
中
で
横
川
本

流
築
堤
工
事
や
、
仁
井
田
川
及
び
夏
井
川
に
接
続

す
る
三
夜
川
、
赤
沼
川
、
及
び
原
高
野
川
な
ど
に

未
改
修
箇
所
が
あ
り
、
大
雨
時
に
夏
井
川
及
び
仁

井
田
川
両
河
口
の
堆
砂
に
よ
る
閉
塞
と
相
ま
っ
て
、
河
川
の

氾
濫
が
発
生
す
る
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
完
成
す
れ
ば
一
安

心
で
す
。

地
区
住
民
の
悲
願

　横
川
水
門
完
成
間
近

地
区
住
民
の
悲
願

　横
川
水
門
完
成
間
近

（撮影・執筆　岡村泰典）

蛭
田

　元
起

　編
集
委
員
長

　今
号
は
、
17
期
の
編
集
委

員
会
で
作
っ
た
最
後
の
「
だ

よ
り
」
で
す
。
編
集
委
員
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
生
田
目

　祥
明

　副
委
員
長 

　記
事
の
取
材
で
色
々
な
場

所
へ
伺
わ
せ
て
頂
き
、
新
た

な
出
会
い
や
発
見
が
あ
り
ま

し
た
。
貴
重
な
体
験
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

志
賀

　幸

　編
集
委
員

　

　編
集
員
と
し
て
の
３
年
間
、

多
く
の
生
産
者
を
訪
れ
、
直

接
出
会
う
こ
と
で
食
の
大
切

さ
や
喜
び
を
肌
で
感
じ
予
想

以
上
の
学
び
が
で
き
ま
し
た
。

　感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

田
子

　耕
一

　編
集
委
員 

　編
集
委
員
と
し
て
お
伝
え

す
べ
き
事
の
何
分
の
一
も
お

伝
え
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　お
詫
び
と
共
に
、
残
し
た

思
い
を
次
期
編
集
委
員
に
託

し
ま
す
。

岡
村

　泰
典

　編
集
委
員

　

　取
材
を
重
ね
る
事
で
、
多

く
の
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、

充
実
し
た
３
年
間
を
過
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力

し
て
頂
い
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す

菅
野

　綾

　編
集
委
員 

　取
材
を
と
お
し
て
新
た
な

知
識
を
得
た
り
、
農
業
の
魅

力
を
自
分
の
言
葉
で
発
信
で

き
た
３
年
間
。
と
て
も
貴
重

な
経
験
で
し
た
。

新
妻

　信
夫

　編
集
委
員 

　取
材
で
多
く
の
人
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
新
た
な
発
見

も
あ
り
ま
し
た
。
３
年
間
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編

集

後

記

編

集

後

記

（
撮
影
・
執
筆

　新
妻
信
夫
）

農業委員会ホームページ いわき市HP（https://www.c ity . iwaki . lg . jp）内のキーワード　　　　　　　　　でご覧いただけます農業委員会 検索


